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4月1日現在の会員数612人
（男性367人・女性245人）

平
成
31
年
度
の
「
事
業
計
画
」(

案)

と
「
収
支

予
算
」(

案)

が
２
月
22
日
開
催
の
理
事
会
で
承
認

さ
れ
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
健

康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
の
「
居
場
所
」

「
出
番
」
「
就
業
・
社
会
参
加
」
の
機
会
を
創
り

上
げ
、
シ
ル
バ
ー
会
員
の
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の

中
で
生
き
生
き
と
活
躍
で
き
る
場
の
拡
大
を
図
る
。

今
年
度
は
、
高
齢
者
が
健
康
で
生
き
が
い
の
あ

る
生
活
の
実
現
と
地
域
社
会
の
福
祉
向
上
を
目
指

す
と
と
も
に
「
地
域
の
支
え
手
・
担
い
手
」
と
し

て
さ
ら
な
る
発
展
と
魅
力
あ
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

基
本
方
針

１ 高齢者の入会促進と就業機会の

確保・拡大

２ 安全・適正就業の推進と魅力あ

るシルバー人材センターの実現

３ 組織の充実・強化と運営基盤の

強化

４ 公益目的事業の着実な実施と地

域社会への参加活動推進

会員数 ６１８人

入会率 １．７％
受注件数 ２,４００件

就業延人員 ４９,５００人
就業率 ７８％

契約金額 29 7,0 00千円

実

施

計

画

（
１
）
雇
用
に
よ
ら
な
い
臨
時

的
か
つ
短
期
的
な
就
業
又
は
そ

の
他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就

業
機
会
の
提
供

①

受
託
事
業

高
齢
者
の
生
き
が
い
の
充
実
と
福
祉

の
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
活
力
あ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
た
め
、

高
齢
者
に
相
応
し
い
地
域
に
密
着
し
た

仕
事
を
家
庭
、
民
間
事
業
所
、
官
公
庁

等
か
ら
有
償
で
引
き
受

け
こ
れ
を
高
齢
者
に
対

し
て
そ
の
能
力
、
希
望

等
に
応
じ
て
請
負
又
は
委
任
の
形
式
に

よ
り
就
業
機
会
を
提
供
す
る
。
ま
た
、

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
就
業
や
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
仕
事
の
分
か
ち

合
い
に
適
切
に
配
慮
し
て
い
く
。

①

有
料
の
職
業
紹
介
事
業

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
又
は
そ

の
他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る
仕
事
の
求

31
年
度
事
業
計
画(

案)

決
ま
る

人
を
受
け
付
け
、
そ
の
よ
う
な
仕
事
を
希

望
す
る
高
齢
者
の
た
め
に
有
料
の
職
業
紹

介
事
業
を
行
う
。

ア

数
値
目
標

・
求
人
件
数

１
件

・
有
料
職
業
紹
介
事
業
収
益

１
千
円

②

一
般
労
働
者
派
遣
事
業
（
シ
ル
バ
ー

派
遣
事
業
）

臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
仕
事
又
は
そ
の

他
の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就
業
の
範
囲
内

に
お
い
て
、
派
遣
労
働
を
希
望
す
る
会
員

の
た
め
に
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
。

ア

数
値
目
標

・
受
注
件
数

６
件

・
労
働
者
派
遣
事
業
収
益
１
２
０
０
千
円

就
業
上
必
要
な
技
能
、
知
識
を
就
業
意

欲
の
あ
る
高
齢
者
に
付
与
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
際
の
就
業
に
結
び
つ
け
る
と
と
も

に
、
よ
り
広
い
就
業
分
野
で
の
仕
事
の
確

保
提
供
を
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
講
習

会
を
行
う
。

ア

刈
払
機
取
扱
作
業
者
に
対
す
る
安
全

衛
生
教
育
講
習
会

(

２
面
へ
）

数
値
目
標

（
２
）
雇
用
に
よ
る
臨
時
的
か

つ
短
期
的
な
就
業
又
は
そ
の
他

の
軽
易
な
業
務
に
係
る
就
業
機

会
の
提
供

（
３
）
臨
時
的
か
つ
短
期
的
な
就

業
又
は
そ
の
他
の
軽
易
な
業
務
に

係
る
就
業
に
必
要
な
知
識
及
び
技

能
を
付
与
す
る
た
め
の
講
習
会
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（
１
面
か
ら
続
く
）

イ

駐
車
場
整
理
業
務
講
習
会

ウ

接
遇
マ
ナ
ー
講
習
会

エ

介
護
研
修
・
講
習
会

オ

そ
の
他
各
種
講
習
会

（
４
）
前
述
（
１
）
～
（
３
）
の
事
業
を

推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動
及
び
そ
の
他
の

社
会
活
動
を
推
進
す
る
た
め
の
諸
活
動

推
進
実
施
計
画
の
策
定

エ

就
業
日
報
（
裏
面
に
あ
る
安
全
就
業
点
検
表
）

を
活
用
し
た
健
康
管
理
の
啓
発

オ

「
ニ
ュ
ー
ス
ゆ
ん
た
く
」
や
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

等
に
よ
る
情
報
の
発
信
、
周
知
等

③

調
査
研
究

本
事
業
の
実
績
を
集
計
す
る
ほ
か
、
時
代
の
要
請

に
対
応
し
た
事
業
展
開
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り

調
査
研
究
を
行
う
。

ア

高
齢
者
の
就
業
に
対
す
る
意
識
調
査
に
関
す
る

調
査
を
実
施
す
る
。
（
就
業
相
談
等
）

イ

他
セ
ン
タ
ー
の
情
報
を
収
集
す
る
ほ
か
、
当
セ

ン
タ
ー
の
情
報
を
基
に
分
析
研
究
し
、
セ
ン
タ
ー

事
業
に
反
映
さ
せ
る
。

④

就
業
分
野
の
開
拓
・
拡
大

地
域
の
一
般
家
庭
、
事
業
所
、
官
公
庁
等
を
訪
問

し
、
高
齢
者
に
相
応
し
い
仕
事
を
開
拓
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
就
業
能
力
や
経
験
を
把
握
分
析
し
、

地
域
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
仕
事
の
提
案
を
次
の
と
お

り
行
う
。

ア

官
公
庁
（
市
長
、
市
議
会
議
長
、
担
当
部
局
等
）

へ
の
要
請

イ

事
業
所
、
自
治
会
、
団
体
等
へ
の
訪
問

ウ

開
拓
員
や
会
員
が
一
般
家
庭
等
を
訪
問
、
チ
ラ

シ
配
布
し
就
業
の
開
拓
・
拡
大
を
図
る
。

⑤

企
画
提
案
方
式
事
業
に
よ
る
事
業

地
方
公
共
団
体
と
協
力
体
制
を
も
っ
た
地
域
密
着

型
事
業
で
「
介
護
」
を
重
点
分
野
と
し
て
会
員
参
加

に
よ
る
創
意
工
夫
を
取
り
入
れ
た
企
画
提
案
方
式
事

業
を
施
行
し
、
就
業
機
会
の
確
保
を
図
り
事
業
の
活

性
化
を
促
進
す
る
た
め
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

介
護
予
防
事
業

介
護
予
防
講
習
会
の
実
施

①

普
及
啓
発

本
事
業
へ
の
信
頼
と
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、

一
般
市
民
、
事
業
所
、
官
公
庁
に
対
し
、
本
事
業

の
意
義
と
基
本
的
な
理
念
及
び
仕
組
み
等
を
周
知

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
自
身
の
事
業
に
対
す
る

意
識
啓
発
を
図
る
た
め
、
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

独
自
の
普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

イ

普
及
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布

ウ

情
報
誌
「
ニ
ュ
ー
ス

ゆ
ん
た
く
」
の
発
行

エ

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
（
沖
縄
市
福
祉
ま
つ

り
等
）

②

安
全
・
適
正
就
業
の
推
進

高
齢
者
が
自
ら
の
健
康
の
維
持
と
安
全
の
確
保

を
図
り
な
が
ら
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
仕

事
を
安
全
か
つ
適
正
に
遂
行
で
き
る
よ
う
、
安
全

意
識
の
高
揚
と
啓
発
活
動
を
行
う
た
め
次
の
と
お

り
取
り
組
む
。

ア

安
全
・
適
正
就
業
推
進
大
会
の
開
催

イ

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

ウ

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会
の
開
催
と
安
全
対
策

⑥

相
談
、
情
報
提
供

入
会
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象
に
入
会
説
明
会

を
実
施
し
、
高
齢
者
か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、

地
域
に
お
け
る
働
く
高
齢
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
雇
用
、
就
業
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
に
係
る
相
談
、
情
報
提
供
を
一

般
市
民
や
高
齢
者
に
行
う
た
め
次
の
と
お
り
取
り
組

む
。

ア

入
会
説
明
会
の
開
催

イ

就
業
相
談

⑦

社
会
参
加
活
動
の
推
進

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
高
齢
者
を
対
象

に
「
で
き
る
こ
と
を
」
・
「
で
き
る
範
囲
で
」
行
う

社
会
参
加
活
動
を
一
般
市
民
と
連
携
し
て
実
施
す
る
。

ま
た
、
加
齢
に
伴
い
就
業
を
離
れ
た
高
齢
者
に
対
し

て
は
、
高
齢
会
員
等
の
生
活
環
境
に
合
わ
せ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
社
会
活
動
の
機
会
を
推
進
し
て

い
く
。

ア

下
校
時
の
児
童
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

イ

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ウ

手
工
芸
指
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

組

織

の

充

実

・

強

化

と

運

営

基

盤

の

強

化

「
自
主
・
自
立
」
「
共
働
・
共
助
」
の
理
念
に
基
づ

き
、
地
区
・
地
域
班
、
職
群
班
の
組
織
力
向
上
と
地
域

に
貢
献
す
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
体
制
の
充
実
・
強
化
に

努
め
る
た
め
次
の
と
お
り
取
り
組
む
。

ア

定
時
総
会
の
開
催

イ

理
事
会
の
開
催

ウ

専
門
委
員
会
の
開
催

エ

そ
の
他
必
要
な
会
議

の
開
催
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去
る
２
月
12
日
、
市
越
来
の

西
森
公
園
で
除
草
作
業
中
、
当

セ
ン
タ
ー
草
刈
班
の
会
員
が
死

亡
す
る
事
故
が
発
生
し
た
。
沖
縄
警
察
署
が
当

時
の
詳
し
い
事
故
状
況
を
現
在
も
調
べ
て
い
て
、

詳
細
は
ま
だ
不
明
と
な
っ
て
い
る
。

当
セ
ン
タ
ー
の
上
原
秀
雄
理
事
長
は
「
こ
の

度
、
重
大
な
死
亡
事
故
が
発
生
し
、
ご
親
族
様

に
は
、
誠
に
申
し
訳
な
く
、
故
人
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
」
と
哀
悼
の
意

を
表
し
た
。

上
原
理
事
長
は
、
ま
た
「
沖
縄
県
連
合
を
は

じ
め
、
関
係
先
各
位
の
皆
様
と
他
セ
ン
タ
ー
様

に
も
多
大
な
ご
心
配
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て

し
ま
い
ま
し
た
こ
と
、
深
く
お
詫
び
申
し
げ
ま

す
」
と
述
べ
、
「
今
後
は
、
会
員
一
人
ひ
と
り

が
、
よ
り
一
層
安
全
就
業
に
留
意
し
、
全
力
を

挙
げ
て
事
故
防
止
対
策
を
強
化
徹
底
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
会
員
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
事
故
の
再
発
防
止

に
強
い
決
意
を
示
し
た
。

事
故
直
後
の
２
月
22
日
に
開
か
れ
た
理
事
会

は
、
上
原
理
事
長
の
事
故
報
告
を
受
け
、
亡
く

な
っ
た
会
員
を
偲
び
、
一
分
間
の
黙
と
う
を
捧

げ
、
事
故
の
防
止
を
誓
い
合
っ
た
。

死
亡
事
故
が
発
生

再
発
防
止
に
強
い
決
意

上

原

理
事
長

安
全
就
業
で
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
そ

う
と
「
草
刈
り
作
業
実
技
講
習
会
」

が
３
月
19
日
、
安
慶
田
調
整
池
内
で

行
わ
れ
、
草
刈
作
業
班
の
８
グ
ル
ー

プ
総
勢
１
０
５
人
が
参
加
し
た
。

講
習
に
先
立
ち
、
当
セ
ン
タ
ー
草

刈
班
の
会
員
が
除
草
作
業
中
に
亡
く

な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
全
員
で
黙
と

う
を
捧
げ
た
。

講
習
会
で
は
、
上
江
洲
勝
安
全
推

進
員
が
安
全
就
業
に
つ
い
て
説
明
。

会
員
一
人
ひ
と
り
が
強
い
自
覚
と
緊

張
感
で
臨
む
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る

と
強
調
し
た
。
続
い
て
、
比
屋
根
正

一
講
師
と
高
吉
満
弘
安
全
委
員
が
刈

払
機
や
ブ
ロ
ワ
ー
、
ト
リ
マ
ー
の
正

し
い
取
扱
い
に
つ
い
て
、
実
技
を
織

り
交
ぜ
な
が
ら
実
演
。
安
全
就
業
に

つ
な
が
る
有
益
な
講
習
会
と
な
っ
た
。

刈
払
機
の
チ
ッ
プ
ソ
ー
と
ナ
イ
ロ
ン
コ
ー

ド
装
着
の
違
い
と
用
途
な
ど
に
つ
い
て
説

明
。
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
に
は
特
に
注
意
を
!

安 全 就 業 で 事 故 ゼ ロ を 目 指 す
「 草 刈 り 作 業 実 技 講 習 会 」 に 10 5人 参 加
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活 動 を 確 認
会 開 催

全地区とも地区行事やボランティアへの積極参加を決議した。

また、事務局からは、地区活動、安全就業や適正就業ガイドラ

インなどについての報告・説明があった。

地

区

長
池

宮

隆

（
新
）

・地域班長会 平成31年４月

・下校時安全パトロール

毎週水曜日

・ボウリング大会平成31年７月

・忘年会等 平成31年12月

・おきなわﾏﾗｿﾝ大会応援ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

平成32年２月

・地区総会 〃 ３月

安
慶
田
中
校
地
区

金

城

武

夫

地

区

長

地 区 長 金城 武夫

副地区長 小橋川 洋一

副地区長 諸喜田 茂一

室川１班長 仲田 仙松

室川２班長 仲田ヒロ子

照屋１班長 津波フミ子

照屋２班長 宮里 政助

照屋３班長 仲里 修

安慶田１班長 新垣 秀子

安慶田２班長 松堂 康子

安慶田３班長 上原キヨ子

安慶田４班長 屋宜 繁俊

平成31年度活動計画

〝
安
全
第
一
〟
〝
健
康
第
一
〟
で
行
こ
う
!

お
互
い
に
努
力
・
協
力
し
ま
し
ょ
う
。
せ
め
て
、

月
１
回
以
上
は
下
校
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
し

ま
し
ょ
う
。
ユ
タ
シ
ク

ウ
ニ
ゲ
ー

サ
ビ
ラ
!!

地
域
会
員
の
連
携
と
融
和
を
図
る
な
か
で
、

特
に
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
へ
の
積
極
的
な

参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
会
員
同
志
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
て
楽
し
い
地
区
活
動

を
目
指
し
ま
す
。

平成31年度活動計画

山
内
中
校
地
区

地 区 長 池宮 隆

副地区長 呉屋 本徳

副地区長 東 辰俊

諸見里1班長 福本 康治

諸見里2班長 唐眞 辰夫

山内班長 東 辰俊

山里班長 金良 武夫

久保田班長 宮城エツ子

南桃原班長 呉屋 本徳

越
来
・
宮
里
中
校
地
区

地

区

長八
幡

勝

（
新
）

特
に
、
地
区
行
事
を
は
じ
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
な
ど
に
会
員
皆
で
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
地
区
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご
支
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

平成31年度活動計画

・班長会議 随 時

・ピクニック 平成31年６月

・グラウンドゴルフ大会

平成31年10月

・忘年会 平成31年12月

・地区総会 平成32年３月

地 区 長 八 幡 勝

副地区長 浜比嘉宗明

越来班長 石川 静子

城前班長 浜比嘉 宗明

住吉1班長 真喜屋 実興

住吉2班長 真喜屋 実興

嘉間良班長 新本 美津枝

宮里1班長 大屋 良雄

宮里2班長 新垣 盛健

古謝班長 八幡 勝

・三役班長会議

毎月第2金曜日

・下校時安全パトロール

毎週水曜日

・ボウリング大会

平成31年8月

・グラウンドゴルフ大会

平成31年11月

・新年会 平成32年1月

・地区総会 平成32年3月



（５）平成３１年４月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１４４号）

地 域 密 着 の
地 区 総

平成30年度地区総会が３月13日の越来・宮里中校地区を皮

切りに、全６地区で開催された。30年度の活動、収支決算報

告と31年度の活動計画が審議された。今年度の活動計画では

地

区

長

・下校時安全パトロール

平成31年4月～

平成32年3月

・地区三役会議 随 時

・ボウリング大会

平成31年6月30日

・グラウンドゴルフ大会

平成31年9月29日

・忘年会 平成31年12月21日

・地区総会平成32年3月20日

平成31年度活動計画

平成31年度活動計画

美
里
中
校
地
区

地

区

長

金

城

吉

信
（
新
）

コ
ザ
中
校
地
区

地

区

長

松

江

義

男

地 区 長 松江 義男

副地区長 金城美年子

センター１班長 新川 秀光

センター２班長 久場 キク

胡屋１班長 浜田 玲子

胡屋２班長 名幸 正利

胡屋３班長 松田キヨ子

胡屋４班長 金城 美年子

園田１班長 仲宗根京子

園田２班長 山田 和子

中の町１班長 高良ミツ子

中の町２班長 津覇 實平

中の町３班長 横田 節子

・下校時安全パトロール

平成31年4月～

平成32年3月

・ピクニック 平成31年5月

・グラウンドゴルフ大会

平成31年10月

・忘年会 平成31年12月

・地区総会 平成32年3月

美里1班長 中村 良勝

美里2班長 宮城 正勝

美里3班長 仲井真憲盛

美里4班長 當山 清繁

知花班長 池原 豊光

松本1班長 徳盛 猛

松本2班長 安次富和江

松本3班長 上間 光子

登川班長 高良 幸榮

池原班長 島田 時夫

地
区
会
員
の
積
極
的
な
参
加
で
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
盛
り
上
げ
、

楽
し
い
地
区
行
事
に
し
て
い
き
た
い
。
皆
様
の

一
致
協
力
で
地
区
の
更
な
る
発
展
を
目
指
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
や
ピ
ク
ニ
ッ
ク
な

ど
で
親
睦
を
深
め
、
地
区
行
事
へ
の
多
数
参
加

を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
や
草
刈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
に
も
積
極
参
加

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

美
東
・
東
中
校
地
区

饒
平
名

良
雄
（
新
）

「
シ
ル
バ
ー
は
楽
し
く
な
け
れ
ば
シ
ル
バ
ー
じ
ゃ

な
い
」
。
地
区
活
動
・
行
事
へ
の
参
加
で
第
二

の
人
生
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
会
員
皆
様
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

地 区 長 饒平名良雄

副地区長 桑江 良次

平成31年度活動計画

・学校安全のﾊﾟﾄﾛｰﾙ区のﾎﾞﾗﾝ

ﾃｨｱ清掃

・各小学校の下校時安全ﾊﾟﾄﾛｰ

ﾙの充実

・ボウリング大会、グラウン

ドゴルフ大会

・清掃ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（中央ﾊﾟｰｸｱﾍﾞﾆｭｰ）

・忘年会 平成31年12月

・地区総会 平成32年3月

泡瀬１班長 垣花 常次

泡瀬２班長 垣花 常次

泡瀬３班長 當眞 嗣八

泡瀬４班長 喜屋武盛正

泡瀬５班長 中下善太郎

大里１班長 玉城 キヨ

大里２班長 喜屋武盛正

東桃原１班長 高江洲 勲

東桃原2班長 村田 正義

海邦班長 喜納 愛子

高原１班長 小底 君子

高原２班長 平良 正吉

比屋根1班長 義元 得一

比屋根2班長 新垣 和子

与儀班長

地 区 長 金城 吉信

副地区長 儀間 泰夫

副地区長 高吉 満弘

書記・会計 嶋袋 邦子



（第１４４号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成３１年４月５日（６)

（写真前列右から）柿智美防犯アドバイザー、徳盛猛さん、宮

里勝子さん、上間光子さん、（後列右から）翁長博さん、金城

淳教頭、金城光範さん、照屋勇さん、安次富和江さん、仲順幸

子防犯アドバイザー

美
里
中
校
地
区
（
山
田
浩
地
区
長
）

は
児
童
た
ち
を
輪
禍
、
犯
罪
か
ら
守

ろ
う
と
２
月
27

日
、
美
原
小
学
校

（
高
良
京
子
校
長
）
周
辺
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ

た
。
汗
ば
む
ほ
ど
の
夏
日
と
な
っ
た
こ
の
日
、

地
区
会
員
７
人
が
同
校
正
門
前
に
集
結
、
地
区

内
の
通
学
路
を
見
回
っ
た
。
「
シ
ル
バ
ー
会
員

の
方
々
が
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
を
不
審
者
か
ら
守
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。

大
助
か
り
で
す
」
と
金
城
教
頭
は
話
し
た
。

美里中校地区 地区
活動

り 見 守 り ま す
安全パトロール実施

山内中校地区（唐眞辰夫地区長）は学年末が近づく３月６日、

山内小学校周辺の安全パトロールを行った。午後から雨も上がり、

地区会員３人が参加して防犯アドバイザーとともに地区内の通学路を主に巡回を行った。「シ

ルバーの皆さんがパトロールすることで、児童らは安心安全に登下校できている。感謝してい

ます」と前田校長は話した。

（写真前列右から）柿智美防犯アドバイザー、唐眞辰夫地区

長、前田真利校長、（後列右から）仲順幸子防犯アドバイザー

喜如嘉朝榮さん、東辰俊さん、兼城勲教頭

山内中校地区



（７）平成３１年４月５日 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター （第１４４号）

地区
活動

越来・宮里中校地区
児 童 を し っ か

各中校地区で下校時

越
来
・
宮
里
中
校
地
区
（
銘
苅

朝
弘
地
区
長
）
は
３
月
13
日
、
学

年
末
が
間
近
の
宮
里
小
学
校
と
越

来
小
学
校
の
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を

行
っ
た
。
両
校
と
も
同
日
同
時
実

施
の
た
め
、
地
区
会
員
ら
は
二
手

に
分
か
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
９
人
と
５

人
の
合
わ
せ
て
14
人
が
参
加
。
学

校
周
辺
の
通
学
路
を
見
回
っ
た
。

（写真前列右から）柿智美防犯アドバイザー、仲順幸

子防犯アドバイザー、銘苅朝弘地区長、大盛春子さん

島村勝彦さん（後列右から）租根さん、大島良明さん

當眞ヨシ子さん、佐和田マサ子さん、上原等教頭、

八幡勝さん、橘昌美地域学校協働活動推進員

（
写
真
右
か
ら
）
金
城
泰
則
さ
ん
、

仲
尾
次
末
子
さ
ん
、
真
喜
屋
実
興
さ

ん
、
瑞
慶
山
良
初
さ
ん
、
浜
比
嘉
宗

明
さ
ん
、
村
田
良
秀
校
長

宮

里

小

学

校

越 来 小 学 校

～飲酒絡み事件事故防止・適正飲酒運動の推進について～

沖縄県においては、「アルコール性肝疾患死亡率＝全国２倍」「飲酒絡み交通人身事故＝

全国ワースト」「飲酒未成年補導人員＝全国２倍」と過度の飲酒による健康障害、飲酒運転

や飲酒絡みの路上寝・DV事案等の事件事故は、依然として後を絶たない状況が続いています。

沖縄警察署管内における現状等として、飲酒絡み事件の現状は、刑法犯検挙人員149人のう

ち、飲酒絡みが63人と半数近くを占めています。また、飲酒運転の現状は、411人が検挙され、

飲酒運転根絶には程遠い状況にあります。 なお、人口比による「路上寝110番」件数は、105

0件と県内で２番目に多くなっています。(数字はいずれも平成30年中)

こうした現下の状況を踏まえ、沖縄警察署では(1)「適正飲酒」の推進、(2)「多量飲酒に

よる事件事故の防止」による健康長寿の確立と飲酒絡みの事件事故抑止、及び(3)「未成年飲

酒防止」で未来を担う青少年の健全育成に向けた取り組みの３ヶ条を掲げ、安全安心な地域

社会の実現を目指すために理解と協力を呼び掛けています。

沖縄警察署から



・
９
日
（
火
）
午
前
10
時

新
会
員
入
会
説
明
会

・
23
日
（
火
）
午
前
10
時

理
事
会

・
26
日
（
金
）
午
前
９
時
～

刈
払
機
取
扱
い
作
業
者

に
対
す
る
安
全
衛
生
教
育

（第１４４号） 公益社団法人 沖縄市シルバー人材センター 平成３１年４月５日（８)

編

集

東
條

正
躬

大
城

博

各
地
区
の
総
会
も
盛
会
裏
に
終
わ
り
、

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
。
新
学
期
の
学
校
、

心
機
一
転
の
職
場
が
一
段
落
し
た
と
こ
ろ

で
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
を
迎
え
る
。

例
年
に
な
い
皇
位
継
承
に
伴
う
改
元
も
あ
っ

て
10
連
休
と
な
り
、
も
は
や
ウ
ィ
ー
ク
ど

こ
ろ
の
祝
祭
日
で
は
な
い
。
日
常
生
活
に

は
ど
ん
な
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
か
？
大
方

は
困
惑
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
さ
さ

か
不
安
が
募
る
。
特
に
年
配
者
に
と
っ
て

医
療
機
関
な
ど
の
対
応
も
あ
る
と
思
う
。

備
え
あ
れ
ば
患
い
な
し
で
有
意
義
に
過
ご

し
た
い
も
の
で
あ
る
。
せ
め
て
シ
ル
バ
ー

ウ
ィ
ー
ク
ぐ
ら
い
に
。

編

集

後

記

◇４月の予定◇

金城吉信さん(75)５㎞走
第１４回とかしきマラソン

２
月
２
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
14

回
と
か
し
き
マ
ラ
ソ
ン
」
５
㎞
の
部

に
出
場
、
起
伏
に
富
ん
だ
厳
し
い
コ
ー

ス
を
完
走
し
た
。
金
城
さ
ん
は
「
坂

道
が
多
く
て
ち
ょ
っ
と
き
つ
か
っ
た

が
、
沿
道
の
声
援
の
お
か
げ
で
気
持

ち
よ
く
走
れ
た
。
マ
ラ
ソ
ン
を
通
し

て
た
く
さ
ん
の
仲
間
も
で
き
て
よ
か
っ

た
」
と
話
し
て
い
た
。

シ
ル
バ
ー
健
脚
を
披
露
!

美
里
中
校
地
区
の
２
人

宮城正勝さん(69) 完 走
第２７回おきなわマラソン

２
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
27

回
お
き
な
わ
マ
ラ
ソ
ン
」
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
の
部
に
出
場
、
見
事
に
完
走
を

果
た
し
た
。
宮
城
さ
ん
は
「
完
走
は

し
た
け
れ
ど
も
記
録
的
に
は
ま
だ
満

足
し
て
い
な
い
。
次
は
、
い
い
走
り

を
し
て
納
得
の
い
く
記
録
を
出
し
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

第
13
回

理
事
会

就

業

実

人

員

は

前

年

並

み

ー
２
月
実
績
ー

第
13
回
理
事
会
が
３
月
19
日
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

議
案
第
１
号
「
正
会
員
の
入
会
」
に
つ
い
て
、
５
人
（
女
性

３
人
・
男
性
２
人
）
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
結
果
３
月
19
日
現
在

の
会
員
数
は
６
１
２
人
（
女
性
２
４
５
人
・
男
性
３
６
７
人
）

と
な
っ
た
。

議
案
第
２
号
「
会
員
会
費
規
程
の
一
部
変
更
」
に
つ
い
て
は
、

原
案
ど
お
り
議
決
さ
れ
た
。

平
成
31
年
２
月
の
主
な
実
績
で
は
、
会
員
数
６
０
７
人
で
４

人
の
減
（
▲
0.6
％
）
、
就
業
実
人
員
３
３
６
人
で
１
人
の
増

（
0.3
％
）
、
就
業
延
人
員
３
５
０
０
人
で
１
６
２
人
の
減
（
▲

４
％
）
、
配
分
金
約
１
６
６
０
万
円
で
約
１
０
３
万
円
の
減

（
▲
６
％
）
、
契
約
金
額
約
２
１
１
３
万
円
で
約
１
２
２
万
円

の
減
（
▲
５
％
）
と
な
っ
た
。
（
い
ず
れ
も
対
前
年
比
同
月
比
）

新
入

会

員

紹

介

３
月
19
日
付
で
５
人
（
女
性
３
人
・
男
性
２
人
）

が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

地
区
会
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

佐
渡
山

章

（
美
里
中
校
地
区
）

森
東

冴
子

（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）

高
良

礼
子

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

高
江
洲

洋
子

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）

名
嘉

正
光

（
美
東
・
東
中
校
地
区
）


